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令和元年度業務統計データ

業務関連情報 業務関連情報

　近年、経営規模の拡大や人手不足等を背景とした省力化設備
の導入等による資金需要の高まりから、農業向けの新規貸付額
が増加傾向となっています。こうしたことを背景に、元年度の保
険引受額は、前年度比3.8％増の4,188億円となりました。
　資金別にみると、意欲ある農業者等の経営改善に向けた制度
資金「農業近代化資金」や、「制度資金以外の農業資金」において
顕著な増となっています。
　保険価額残高は逓減傾向にありますが、近年の引受増を反映
して、下落幅は、年々縮小しています。
　元年度の保険金支払額は、元年末までの緩やかな景気回復の
影響もあり、過去10年間で３番目に低い水準となりました。

農業信用保険業務

令和元年度
平成３０年度
平成２９年度

保険引受額
61,388
56,498
49,466

1,664
1,730
1,114

355,724
345,362
319,971

667
612
3,545

13,606
15,101
22,186

6,539
7,057
7,080

412
348
475

-
50
-

1,558
990
1,166

212,045
201,428
168,504

6,136
6,993
7,110

114,762
112,784
109,905

418,796
403,590
370,551

-
-
-

20
-
-

令和元年度
平成３０年度
平成２９年度

保険価額残高
182,385
166,184
151,811

12,252
13,018
13,882

2,516,867
2,539,208
2,567,267

17,983
19,495
20,762

121,177
129,793
138,770

36,828
36,740
34,715

7,367
8,435
9,831

33
38
10

6,563
5,123
4,212

764,797
728,901
689,283

297,176
330,109
364,608

1,264,733
1,279,323
1,301,119

2,712,370
2,719,702
2,734,902

208
1,249
3,956

866
1,293
1,943

令和元年度
平成３０年度
平成２９年度

保険金支払額
290
138
121

77
97
64

2,097
2,148
2,107

36
112
53

181
154
122

139
27
58

50
63
76

-
17
-

-
-
-

1,066
996
930

122
278
222

466
443
623

2,464
2,394
2,291

(103.8)
(108.9)
(110.0)

農業近代化
資金

青年等就農
資金 指定資金 畜特資金 公庫転貸

資金
経営改善
促進資金

負担軽減
資金

家畜疾病
経営維持
資金

畜産経営
体質強化
支援資金

制度資金
以外の
農業資金

農家経済
安定資金

農家生活
改善資金

家畜飼料
特別支援
資金

農業改良
資金 計 （前年比）

(99.7)
(99.4)
(98.0)

(102.9)
(104.5)
（42.1)

37
57
24

-
11
-

　近年、国産材の供給量が増加し、素材生産業者の資金需要の
高まり等を背景に、元年度の保証引受額は、対前年度比12.1％
増の317億円となりました。
　資金別にみると、制度資金での伸びが大きく、「合理化資金」と
「林業・木材産業改善資金」の引受けが29年度から倍増しています。
　また、平成31年４月に自然災害や新型コロナウイルスで影響の
あった事業者を保証料免除等の優遇措置で支援する「林業・木材
産業災害復旧対策保証」を創設し、引受けは約２億円となりました。
　保証残高は、保証引受が増加したことを反映し、対前年度比
8.4％増の390億円となりました。
　元年度の代位弁済額は、元年末までの穏やかな景気回復の影
響もあり、過去10年間で３番目に低い水準となりました。

林業信用保証業務

令和元年度
平成３０年度
平成２９年度

保証引受額
679
182
235

6,011
4,390
2,723

12,512
11,246
11,431

3,026
2,942
2,880

1,252
1,512
1,959

5
4
-

191
-
-

31,672
28,262
27,265

8,037
6,787
6,593

12,470
12,445
12,876

令和元年度
平成３０年度
平成２９年度

保証残高
1,411
917
935

6,226
4,695
2,743

20,511
19,545
20,226

3,984
3,428
3,608

2,122
2,413
2,854

5
4
-

189
-
-

38,951
35,938
35,115

14,212
13,699
13,764

10,803
10,782
11,211

令和元年度
平成３０年度
平成２９年度

代位弁済額
-

15
-

31
-

10

324
359
505

14
88
63

49
119
107

-
-
-

-
-
-

642
525
673

(112.1)
(103.7)
(97.8)

林業・木材産業
改善資金 合理化資金 一般資金 間伐資金 高品質木材

生産資金
次世代苗木
生産資金

林業・木材産業
災害復旧対策保証

その他木材産業等
高度化推進資金

制度資金

計 （前年比）

(108.4)
(102.3)
(95.2)

(122.2)
(78.0)
（98.0)

262
151
335

287
151
159

　29年度に国が漁船リースに対する支援措置を開始したことか
ら、30年度に「漁業近代化資金」を中心に引受けが伸長し、元年
度の保険引受けは、漁業近代化資金で322億円、全体で741億
円となりました。
　保険価額残高は、29年度からほぼ横ばいの水準を維持してい
ます。
　元年度の保険金支払額は、元年末までの穏やかな景気回復の
影響もあり、過去10年間で２番目に低い水準となりました。

漁業信用保険業務

令和元年度
平成３０年度
平成２９年度

保険引受額
32,236
33,669
28,259

1,609
1,589
1,808

260
184
143

-
-
-

-
11
-

401
681
960

31,907
31,551
28,679

4,061
4,583
3,826

-
-
-

-
-
-

1
-
-

74,144
76,817
67,660

3,671
4,549
3,985

41,908
43,148
39,401

令和元年度
平成３０年度
平成２９年度

保険価額残高
119,279
112,389
104,193

1,609
1,614
975

6,028
8,506
10,580

70
91
117

584
655
731

5,736
5,842
5,744

47,336
49,837
53,577

6,295
6,597
6,827

-
-
-

6,822
8,397
10,257

177
234
309

198,354
198,832
198,308

4,420
4,670
5,000

78,899
86,209
93,807

令和元年度
平成３０年度
平成２９年度

保険金支払額
106
79
100

-
18
-

107
131
136

-
-
-

13
-
0

-
-
-

1,065
804
1,013

45
115
113

-
-
1

-
-
-

-
-
-

1,336
1,147
1,363

(96.5)
(113.4)
(93.4)

（百万円、％）

（百万円、％）

（百万円、％）

漁業近代化
資金 漁業経営改善

促進資金
緊急融資
資金

金融公庫
資金

経営安定
資金 生活資金 漁業一般

資金 加工資金 漁業経営改善
緊急対策資金

漁協経営再建
資金

漁協等保証
債務組合事業

資金
一般資金等

計 （前年比）

(99.8)
(100.3)
(96.4)

(116.5)
(84.2)
（47.8)

-
-
-

1,230
1,068
1,263

信用基金の農業信用保険業務、林業信用保証業務及び漁業信用保険業務について、業務実績の統計データをご紹介します。
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-
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-
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-
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信用基金の農業信用保険業務、林業信用保証業務及び漁業信用保険業務について、業務実績の統計データをご紹介します。


